仕様書

1. 品名・数量　電圧分割器付き光電子増倍管 ・ 100本

２．目的
科学研究費基盤研究（B）「不安定核の分解反応による非束縛な核子多体系の研究」の研究の一環として，中性子が過多な非束縛中性子過剰核の準位測定を行うために、高精細な中性子検出器の開発を行っている。中性子過剰核の準位測定を行うには複数の中性子を同時に高い検出効率で検出する必要がある。さらに、目的以外の中性子によるシグナルが多量に測定されるため、中性子の高分解能な運動量測定は必須となる。従来の中性子検出器ではその構造から多中性子測定に対しては検出効率が低く、さらに我々が注目する非束縛中性子過剰核の測定には運動量分解能が不十分である。これらの課題を克服するために新型の中性子検出器は不可欠であるため、今回の経費で購入する。
３. 目的を満足する為の必要条件

A) 管径 : 直径29mm±0.7mmであること

B) 光電面 : 受光面が直径25mm以上であること。バイアルカリ光電面であること

C) ダイノード : ラインフォーカス型であること。段数が10段であること

D) 陽極－陰極間電圧最大定格 : -2000V以下であること

E) 感度波長範囲 : 300～650nmであること

F) ゲイン : 5×106 （標準値） であること （標準印加電圧-1500V）

G) 電圧分割器付きであること

H) デバイダ電流 : 0.41mA以下であること （印加電圧-2000V）

I) 外形 : 直径 33±0.5mm、長さ150mm±0.8mmの磁気遮蔽ケースに覆われていること

J) 陽極出力付きであること

K) 試験成績表 : 陰極ルーメン感度・陰極青感度指数・陽極ルーメン感度・暗電流の実測

値を記載すること。また、それぞれの項目が以下の仕様であること。

1 陰極ルーメン感度 : 60μA/lm以上であること

2 陰極青感度指数 : 9以上であること

3 陽極ルーメン感度 : 200A/lm以上であること（標準印加電圧-1500V）

4 暗電流 : 200nA以下であること（30分暗中放置後）

４. 例示品

浜松ホトニクス株式会社製 電圧分割器付光電子増倍管 H7415MOD
５. 納品場所

大岡山キャンパス 本館 H558号室

東京工業大学　大学院 理工学研究科 基礎物理学専攻 中村研究室

６. 納入期限

　 40本： 2011年10月31日（月）、60本：2011年3月30日（月）
７. 検査条件

納入場所において担当者立会いの元、契約書及び仕様書に基づき製品の内容・構成・性能を確認し、引渡しを受ける。
